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多くのクリエイターから愛され続けたimagePRESS C1シリーズ。

5年の歳月の間に寄せられてきたプロゆえの厳しいニーズに

キヤノンがもつ技術力を最大限に活かし、

遂に最高峰モデル、imagePRESS C1+Ⅱ完成。

imagePRESS C1シリーズの最高峰モデル、 完成。
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本体標準価格（税別）…2,600,000円
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写真は「サドルフィニッシャー・AA2」、「DADF・R１」、
「サイドペーパーデッキ・AA1」を装着したものです。



クライアントへのプレゼンでは、デザインを忠実に再現できる

出力紙がとても大きな判断基準となる。

多色のインクジェットなど華美な光沢感がある出力紙は

プレゼン段階では華やかで印象よく受け取られるが

実際の印刷物との差が大きく、色でのトラブルが生じることが多い。

オフセット印刷と同等な色味や風合いを再現できるのがもっとも望ましい。

また提出の度に色味が異なり、

どの色が本来の色なのか問われる場面もある。

温度や湿度などの環境差でも微妙に異なってしまう色の再現性を

維持するためにも日々のカラーマネジメントを手間なく

短時間で処理できることが望ましい。

01色について語る

Function

より精度の高いキャリブレーションを
可能にする濃度計「i1 Pro2」

大量出力時も色味の安定を維持する
高精度キャリブレーションシステム「ARCDAT」

コントローラ、現像器、感光ドラムの3ヶ所で
トナー濃度を自動的に制御し
安定したカラー濃度を保つ「ＡＴＲ」

オフセット印刷に迫る高い色再現する
「Ｖトナー」

印刷するメディアの表面性に応じた、
自然な光沢感を表現する「グロス最適化」

“1200dpi×1200dpi”の高画質と
“256階調”での高品位画像を再現
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Function

CMYK2版の入稿データを
指定の特色に置き換えて印刷できる
「2色刷りシミュレーション」

iPhone/iPadから直接印刷が可能な
「ダイレクトモバイル印刷」

新聞など特殊紙のイメージを再現できる
「用紙シミュレーション」

CMYKに加えて、印刷物にアテンションと
付加価値をもたらす「Vトナークリア」

さまざまな用紙が持つ特性を活かした
最適な出力が可能な「用紙銘柄対応」

トンボ付きA3サイズが納まる
最大323×476.6mmの印字領域

パッケージデザインなど

様々な用紙を使いたい案件の場合、

風合いの近い紙で出力して

できるだけ仕上がりに近い状態でデザインを進めたい。

クライアントに提案する時にも完成形に近い状態で

試作してプレゼンすることがベストだ。

紙の選択で仕上がりの良否が決まる場合もあるので

手を抜けない重要な要素だ。

また上質紙に２色刷りなど限られた条件の中で

成果を出さなければならない場合もあり、

出来上がりのシミュレーションなどに頭を悩ませている。

デザインによってはニス引きのような光沢のある透明な効果も出せたら、

完成に近い簡易色校正として最適だ。

試作品でストレートにクライアントにアピールできるメリットは大きい。
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Function

05

デザイン業務では、１つの仕事の完成までの

ワークフローの中で入稿時が一番神経を使う。

ラフの段階から資料を集めたり、

画像や図などさまざまな実データを揃えて入稿する。

求められるのはミスのない完璧な入稿をめざすのはもちろんだが、

ぎりぎりまで入る修正赤字などで混乱したときにミスが発生する場合が多い。

入稿時にはプリンターで出力して最終確認を行う。

その時に色味や文字のチェックはもちろん

入稿データの状態まで確認できたら便利だ。

不備のあるデータやRGBとCMYKの混在などを

スムーズに把握できて解消できたら

ミスも大幅に回避でき作業効率の大幅アップにもつながるはずだ。

03ミス回避について語る

事前登録した印刷設定が付与されたフォルダに
Drag＆Dropするだけで印刷可能な
「Hot Folders ver.3」

プレビューを見ながらカラー調整が可能な
「Image Viewer」

表裏それぞれの印字位置の調整により、
表裏のズレを防ぎ品質を守る
「画像シフト」

繊細なライン、極小文字のカスレを
補正する「精細濃度補正」

フォントの有無や画像データの
解像度など入稿前のデータチェックを
容易にする「Preflight」

露出、カラー、シャドウ/ハイライトなどの
調整をサーバーで一元処理する
「高品位イメージ画像」
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るデザインの仕事は案件ごとに依頼が来る場合が多く、

印刷会社のように同じデザインを増刷するなど継続して利益を得ることが難しい。

もちろんその都度デザイン流用代など支払われることなどない。

オフセット印刷品質に勝るとも劣らないプリンターは

デザイン収入＋印刷収入という継続可能な新たな収入源を生み出せる。

例えばロゴマークデザインから名刺やショップカードの

デザインへ展開することは多い。

高性能カッターがあれば収益性の高い継続したカード印刷も加えることができる。

基本のデザインはオフセットで印刷し、個別に可変する部分はプリンターで、

クライアントへの新たな価値を提供することも可能となる。
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Function

06

印刷中でもマシンをストップさせることなく
トナーカートリッジ交換可能

PPMLからPDF/VTまで幅広い
バリアブル言語に対応

最厚口256g/m2用紙にも対応し
名刺・はがき印刷も可能

A4サイズ・フルカラー毎分14.2枚、
モノクロ毎分60枚の生産性

3,500枚積載可能な
サイドペーパーデッキも加え、
最大5,800枚の大容量給紙。 

用紙サイズが自由に選べる
550枚×4段カセット、
100枚対応の手差し給紙を標準装備



デザインワークではコピーライター、カメラマン、イラストレーターなど

外部ブレーンを起用することが多い。

データ・コミュニケーションは電子メールで瞬時に共有している。

しかし紙媒体、しかもカラーで伝えたい情報伝達となると

面倒な作業が発生したり、相手に届くまで時間がかかることになる。

また発表前の製品など機密性の高い情報のやり取りも多い。

万が一情報漏えいが発生してしまったら、事業存続の危機になり得る。

あらゆるメディアの情報でも快適に瞬時に情報共有ができ、

しかも担当者にしか閲覧できないなどセキュリティにも対応できる環境が欲しい。

Function

複数の送信先へFAX送信感覚で
紙媒体をPDF変換して一斉配信できる
「Universal Send」

多ページの校正紙も約1/10の
データ容量のPDFに生成して送信負荷を
軽減する「高圧縮PDF」

パスワードを付与し部外者の閲覧を防止でき、
情報の機密性を高める「暗号化ＰＤＦ」

紙媒体からPDF変換時にOCR処理し、
テキストの再利用を可能にした
「サーチャブルPDF」
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カタログのデザインではＡ４サイズの中とじ製本が多い。

デザインカンプはＡ３見開きで

各ページを出力して提案している。

中とじ製本された完成形に近いイメージも一緒に提出したいが、

面付け作業、両面印刷、ホチキス止めなど

手作業ではかなり手間がかかる。

減少する紙媒体の世界でさらに質の高い提案力が求められる今、

より正確なイメージを伝えることが求められている。

06加工について語る。

Function

最大60ページまでの中とじ製本が
可能な「サドルフィニッシャー・AA2」

ページごとの用紙設定や
プレビュー表示を可能にする
「SeeQuence Compose」 

製本時に起きる外側と内側の
画像位置のずれを自動的に調整する
「クリープ（ずれ）補正」

製本面付けやギャングアップ面付けなど
さまざまな面付け行える
「SeeQuence Impose」
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